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　各集落を対象に「一集落一事業」を
推進し、集落からの提案により助成を
します。

「一人一畝運動」を推進
　名田島在住で野菜や花作りに興味の
ある方を募集します。

　芝生管理グループの名
前が“名田島しばもり隊”
に決まりました。“名田島
小学校の芝生を守るグル
ープ”の意味です。６月
29日（日）芝生の植付け
をします。ぜひご参加下
さい。
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平
成
26
年
４
月
17
日
、
名

田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
於
い
て
、
名
田
島
自

治
会
連
合
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
構
成
員
55
名
中
52
名

の
出
席
で
成
立
宣
言
が
な
さ

れ
、
伊
藤
武
秀
会
長
の
指
名

に
よ
り
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
伊
藤
米
秋
会
長
が

選
出
さ
れ
議
事
が
進
行
、
第

一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議
案

ま
で
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
各
部
会
を

開
催
し
、
新
年
度
事
業
を
確

認
し
ま
し
た
。
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名
田
島
自
治
会
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度
に

「
第
２
次
名
田
島
地
区
協
働
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策

定
さ
れ
、
行
政
及
び
地
域
の
関
係
団
体
等
と
協
働
し
て
、
地
域
振

興
や
地
域
福
祉
等
を
は
じ
め
と
す
る
諸
事
業
に
鋭
意
取
り
組
ま
れ
、

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に
推
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
21
年
度
に
新
た
に
地
域
づ
く
り
活
動
や

地
域
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る
機
能
を
付
加
し
た
総
合
的
な
地
域

づ
く
り
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」

が
設
置
さ
れ
、
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
が
よ
り
一
層
地
域
に
根
づ

き
、
新
た
な
地
域
社
会
の
活
力
を
生
み
出
す
施
設
と
し
て
の
役
割

を
は
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
私
達
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
会
話
）
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
情

報
）
、
ス
ピ
ー
ド
（
機
動
性
）

を
実
践
し
、
多
く
の
人
々
の
心

を
満
た
し
、
「
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
実
感
で
き
る
安
心
・
安
全

な
名
田
島
地
域
」
の
実
現
に
向

け
て
、
日
々
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
指
導
及
び
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
長
　
伊
　
藤
　
武
　
秀

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

　
社
協
さ
ん
と
協
働
で
策
定
し
た
「
第
２
次
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
は
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
集
落

や
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ま
た
活
性
化
す
る
た

め
の
方
策
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
位
自
治
会
や
各
団

体
毎
に
、
更
な
る
活
用
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
治
会
連
合
会
に
お
い
て
も
、
地
区
民
女
性
を
代
表
し

て
推
薦
委
員
２
名
に
加
わ
っ
て
頂
き
、
「
第
２
次
計
画
推

進
チ
ー
ム
」
を
組
織
し
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
年
度

か
ら
は
左
の
表
の
よ
う
に
、
独
自
事
業
と
し
て
は
休
耕
田

を
有
効
利
用
し
て
の
「
一
人
一
畝
運
動
」
、
積
極
的
な
単

位
自
治
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
「
一
集
落
一
事
業
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
芝
生
化
さ
れ
た
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
方

法
も
検
討
段
階
に
入
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の

方
に
参
画
し
て
頂
け
る
連
合
会
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
付
き
の
点
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
振
興

　

○
住
民
同
志
の
和
を
重
ん
じ
よ
う

　
　
・
一
集
落
一
事
業

　

○
地
域
づ
く
り
機
能
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

　
　
・
一
人
一
畝
運
動

26年度新役員のみなさん
平成26年度集落自治会長紹介
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２
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田
島
地
区
協
働
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

26
年
度
の
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
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【支　出】

（災害積立金会計）

項　　　目 金　　額 内　　訳

前年度繰越金 500,000

今年度積立金 500,000 一般会計から　

利 息 1,000

合 計 1,001,000

【収　入】

名田島自治会連合会災害対応積立金
　当地区の大部分が干拓地で海抜が低いことから、大雨高潮・津波等の危険性が高いため、住民の大規模避難を
要する事態が発生したとき迅速な応急対応がとれるよう、毎年 50万円を限度に当面 300万円を目標額とし一般
財源から積み立てるものとした。

新設や変更した科目
　　　　　　　第２次計画推進費
○全般事業　　イベント補助
　　　　　　　小学校芝生化

○運 営 費　　事務費

　　　　　　　賃金
○人 件 費　　労働保険
　　　　　　　交際費・交通費他

平成26年度名田島自治会連合会予算書

各主要事業の推進方針
 活動方針
・『第２次協働・福祉のまちづくり計画』に則り、事業計画を立案する。
・会員や委員からの意見や提案を積極的にとり入れ、連合会活動の活性化に資する。
 活動計画
【連合会全般】
・組織のあり方や部会構成を見直す。
・6/29小学校校庭への芝生植付けイベントを実施する。
　各層への参加協力を要請。
・連合会を市の自主防災組織として認定してもらうべ
　く、必要な手続きに入る。
・『第2次まちづくり計画』の趣旨に添って「一集落一事業」及び「一人一畝運動」を推進する。
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　教員を退き、60才の時、自分自身の作品
ができるという楽しみを知ったことが陶芸
を始めたきっかけです。当時、山口ふるさ
と伝承総合センターの陶芸教室を皮切りに、
大内の菅内窯で萩焼を学びました。
　陶芸を始めて８年目に右下の作品が九州
山口陶磁器展で３位に入選し、大いに励み
となり、陶芸教室も開きました。
　手先を使うので「ボケ」防止にもなりま
す。今後は、兄の遺作である七宝焼きを手
がけてみたいと思っています。
　気軽に遊びに来てください。

　定年後に好奇心で始めた自己流のバラ栽培も10年目です。
　5本の苗からスタートして現在は40品種50本の仲間が増えました。年
間を通じて世話をする楽しみ、潤いと癒やしを与えてくれる魅力のバラ
栽培に興味のあるビギナー、ベテランの方の来園をお待ちています。

定年後に好奇心で始めた自
5本の苗からスタートして現

名田島地区にも人知れず「技」の持ち主が多々いらっ
しゃいますので、紹介してみたいと思います。

バラ栽培の迷人
松崎　勝正氏(東開作）

陶芸の達人
武田　康彦氏（向山下）
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この印刷物は、グリーン基準に適合した印刷資材を
使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮製品です。
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